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〈短報〉

里山における樹液食甲虫類の移動実態

一長野県信濃町アファンの森の事例一

前河正昭＊

　A preliminary study on movement of beetles living on sappy trees in a secondary oak forest in

rural landscape, central Japan. Masa-aki MAEKAWA*（寧Nagano£nvironme！ユtal　Conservation

Research　Institute，　Naga鍛0381－0075，　Japan，£一mail：Maekawa－masaaki＠pref．naganojp），β〃／θ勧

σ漉6加s勧舵げ漁妬θE伽。α’翻初Sぬ忽旋ゆ麓S肋納％σ％勿6睨む42：13－16（2005）．

　MQve瓢ent　Gf　beetles　liviエユg　on　sappy　trees　was　surveyed　by盤ark－aad－recapture　methQd　in　a

secondary　oak　forest（Afan　woodland　trust）in　Shinano　town，　central　Japan．　Most　of　the　marked

beetles　were　recaptured　at　lelly　traps　set　about　150m　intervals．　An　individual　beetle（felnale），　however，

traveled　more　than　lkm．　Judging　fro田these　facts，　beetles　sucking　on　tree　sap　repeat　short　distance

nlovements，　and　long　distaace　nユovelnents　of　these　beetles　could　not　frequently　occur．

はじめに

　エコロジカルネットワークとは，生物の生息環境

となる緑地環境の連結性を考慮し，それらの種の移

動可能域のネットワークを確保して生物多様性の保

全を可能にする地域計画の概念であり，オランダな

どにその先進事例がある（日置1995）。

　このネットワーク計画を構築する際には，バック

グラウンドデータとして，種の移動能力に関するパ

ラメータが実測され，定量化されていることが望ま

しい。しかし，指標となる生物種の移動能力や移動

実態の実測例は，ニホンリスやアカネズミといった

小型ほ乳類（井本ほか2002）および昆虫のイトト

ンボ類（一ノ瀬2004），ゲンゴロウ（四方1999）

などでみられるものの，地域内の多種の生物種の移

動実態を実測によって明らかにした例はない。そこ

で本報では，樹液食甲虫類の移動距離の計測を研究

目的とした。

　樹液馬蝉虫類とは，クヌギ，コナラ，ミズナラな

どのコナラ属の樹木やヤナギ類の樹液を成虫が餌に

する，カブトムシ類，クワガタムシ類，カナブン類

などであり，里山のような広葉樹二次林を主な生息

場所としている。これらの分類群に属する各甲虫の

移動実態に関する基礎資料は，都蒲近郊の開発圧の

高い里山，ないし中山間地において管理放棄された

里山で，エコロジカルネットワークを利用した緑地

保全を行う際に有用になると考えられる。
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　本研究は，長野累環境保全研究所・研究プロジェ

クト「信州の里山の特性把握と環境保全のための総

合研究」の研究成果の一部である。本研究を進める

に際して，NPO法人アファンの森基金（現，財団

法人C．W．ニコル・アファンの森財団）および，研

究ボランティアの竹内大介氏には，調査地利用や現

地調査補助等でご助力を賜りました。ここに深謝い

たします。

調査方法

　調査は長野県上水内郡信濃町の飯綱山麓周辺の落

葉広葉樹の二次林で行った。調査対象としたのは，

鞘翅目クワガタムシ科及びコガネムシ科の中の樹液

食の甲虫類である。

　主要な：調査地の林は，2005年現在，“C．W．ニコ

ル・アファンの森財國（以下，アファンの森と呼

ぶ）”所有の森林にな：っており，下刈りが定期的に

行われているばかりでなく，間伐も行われている

（36．46’15”，138。10’30”）。この林の中に図1に示し

たような配置で，約100～150m間隔で糖蜜トラップ

を計12個設置した。さらに，アファソの森から1

km以上離れた落葉広葉樹の二次林にも計6箇所糖

蜜トラップを設置した。その他，樹液が滲出し甲虫

類の捕獲が可能な箇所も調査地点に含めた。

　糖蜜トラップの構造，誘引物となるベイトは次の

通りである。立木の地上約100～150cmの位置に小

型の昆虫用の飼育ケースをフタを空けた状態で固定

し，保湿剤として市販の紙おむつを入れた。その上

にバナナ，焼酎，酢の混濁液約150ccを誘引剤とし
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図！．アファンの森における糖蜜トラゾプの設置地点（t＞

　　枠に囲まれた所がアファンの森て，jは自然に樹

　　液の出る地点を示す．

図2．糖蜜トランプ（a）とマーキングした個体（b）

て注いだ（図2a）。トラゾプの点検の際には，誘引

剤の補充を行ったが，腐敗臭が強くなってきた場合

には，トラップ内を洗浄し，新たに誘引剤をセット

しなおした。また，トラップの点検と同時に樹液の

出ている地点を探索して甲虫類を採集した。採集個

体には電動ルーターで背面に標識番号を刻印し（図

2b），数十個体ずつまとめて森林内の任意の地点で

放遂した。

　以上の調査を2001年7月12日から9月14日まで概i

ね週2回行った。再捕獲した個体は，可能な限り標

識番号と種，性鵬を過去のデータと照合した上で再

度野外放期した。

　データの分析は，再捕例を得ることができたカブ

トムシ孟」♂o辮ツγ膨α　漉論。’o初αL，スジクワガタ

1）o％6％∫　s〃zα妙θ朋zs　Motschulsky，コクワガタ

1）0π鰐γθ0嬬紹6嬬，アオカナブン　R勿窺60γγ一

膳％α　襯ゴooJoγ　Motschuisky，アカアシクワガタ

Z）0γ侃∫鰯加α彦吻07認％S，ノコギリクワガタ

P名osoゆ06珈s　zη6♂zπ認％s　Motschulskyの計6種を対

象に行った。

結果および考察

　表1に各種の捕獲個体数と再捕率を示したが，標

識個体の総数は667個体で，優占度が最も高かった

のはカブトムシとスシクワガタであった。どの種も

メスよりもオスの個体数が多く，アオカナブン以外

の5種はオスの再捕率が高い傾向が認められた。な

お，輸入が解禁された外国産の甲虫類の捕獲例は今

回の調査では皆無であった。

　図3に主要出現種毎の移動距離の頻度分布を，図

4に再捕獲個体の移動ベクトルを示す。移動距離の

最大値はカブトムシのオスで1，U6mだった。この

個体は，アファンの森で放遂し，一晩で農地，宅地

を挟んで他の落葉広葉樹二次林内のトラップに移動

していた。しかし1kmを越える長距離移動はこの

一例のみで，他の全ての個体は，アファンの森内部

に設置された近接の糖蜜トラップ間での移動だった。

再捕例が一例のみのアカアシクワガタのオスは298

m，ノコギリクワガタのオスは60mの移動だった。

また，再捕例の多いカブトムシのオスおよびスジク

ワガタのオスの移動距離は100～150mクラスで頻度

が最も高かった。

　今回の調査から，樹液食の甲虫頬の移動傾向とし

て以下の2点が浮かび上がった。1）樹液食の甲虫

類の移動は，近接する樹液資源を求めて起こること

が多い。2）放電地点の付近に樹液資源がある場合，

その森林から離れて長距離移動する確率は低い。

　しかしながら，今回の調査では糖蜜トラップを意

図的に高密度に配置しているため，このことが長距

離移動を起こりにくくさせているとも考えられる。
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表1　甲虫類の各出現種の標識個体数と再捕逸（％）

標識燗体読 再案率（％）

種名 ♀ ♂ 計 ♀ ♂ 計

カフトムシ

スジクワガタ

コクワガタ

ァオカナブン

ァカアシクワガタ

ノコギリクワガタ

109

87

16

16

　1

　！

178

172

45

15

　3

14

287

259

61

41

　4
15

6．42

13．79

0．00

！2．50

0．00

0．00

！7．98

9．88

15．56

0．00

33．33

7．14

13．59

11。20

11．48

4．88

25．00

6．67

総計 230 427 667 全種の平均再捕率 11．84
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図3．甲虫類の再捕獲個体の移動距離階と頻度

したがって野外での移動実態をより明らかにするた

めには，1～数kmの間隔で糖蜜トラップを配置す

るような放逐実験をおこなう必要があるだろう。

　いずれにしても，カブトムシは1．2km程度の長

距離移動は可能であることが今回の調査で明らかと

なったので，このような長距離移動が，地域個体群

の遺伝的多様性を高く維持する機構として，重要な

役割を果たす場合もあるのではないかと考えられる。

　信濃町のアファンの森周辺の地域は，都市近郊と

いうよりは農村地帯である。そこでは平地の孤立林

が多く残存しているが，平地林や山麓部を含む里山

の多くは，薪炭林やきのこ原木林として利用される

ことはなく，放棄されているというのが実態である。

一方，牧畜が盛んなため大規模な堆肥生産がなされ

ている。このため，森林地帯よりもむしろ農地周辺

の堆肥生産地が主要なカブトムシの発生原となって

いると考え．られる。

　こうした状況下では，これらの放棄された里山に

おいて，今回の最大移動距離であるL2km程度の

間隔で，樹液食の甲虫類の生息空間となるようなビ

オトープを整備すれば，エコロジカルネットワーク

が強化されると考えられる。また，この再捕獲調査

で得られたパラメータは，都市近郊の開発圧の高い

里山地域において，エコロジカルネットワークを計

画する際に応用することも可能になるのではないだ

ろうか。
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獲される可能性は否定できな：い（荒谷2002）。従っ

て，このような里山に生息する甲虫類の再捕獲調査

を，地域の生物相のモニタリングとして継続してい

けぽ，この方法が外来種管理の問題を解決する一つ

の有用な方法にもなると思われる。ただし，外来種

が捕獲された場合には，本調査のようにマーキング

して野外に放逐するのではなく，そのまま回収する

ことが先決となる。
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